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日本経営システム学会 第 64 回全国研究発表大会のご案内 

 

会員の皆様には、時下益々ご清祥ことお慶び申し上げます。さて、日本経営システム学会第 64 回全国

研究発表大会が 2020 年 5 月 23 日（土）、24 日（日）に日本大学 生産工学部（津田沼キャンパス、千葉

県習志野市）にて開催されます。多くの会員の皆さまのご参加およびご発表を心よりお待ちしております。 

 

  記 

 

開 催 日：2020 年 5 月 23 日（土）、24 日（日） 

開催場所：日本大学 生産工学部（津田沼キャンパス） 

〒275-8575 千葉県習志野市泉町 1-2-1  交通アクセス http://www.cit.nihon-u.ac.jp/access 

連 絡 先：実行委員長 日本大学 水上祐治  E-mail: mizukami.yuuji@nihon-u.ac.jp 

主  催：日本経営システム学会 

統一論題：「サイバーセキュリティと経営システム」 

基調講演：総務省 サイバーセキュリティ統括官付 参事官 (総括担当) 大森一顕氏 

特別講演：株式会社リクルートテクノロジーズ 専門役員 鴨志田昭輝氏 (「サイバーセキュリティに関す

る総務大臣奨励賞」受賞) 

参 加 費：会員 5,000 円、学生会員 3,000 円、協賛学会員・同学生会員はそれぞれ会員・学生会員と同額、

非会員 6,000 円、非会員学生 4,000 円、（当日支払各 1,000 円高） 

懇親会費：会員 5,000 円、学生会員 3,000 円、協賛学会員 5,000 円、非会員 6,000 円（当日支払各 1,000

円高） 

昼  食：会場周辺にはコンビニ、飲食店等がございますのでご利用ください。23 日（土）は学食が利用

できます。 

宿  泊：JR 津田沼駅周辺には、たくさんのホテルがありますので、各自でご手配下さい。 

発表申込：発表申し込みは、学会ホームページ http://www.jams-web.jp/の発表申込フォームから申し込み

いただくか、ダウンロードした申込書に必要事項を記入の上、メール添付で学会事務局 

E-Mail:keieisys@jams-web.jp へ、3 月 27 日（金）までに送信してください。本 JAMS NEWS

の発表申込書を学会事務局宛 Fax.03-3371-5185 にご送付いただいても構いません。 

原稿締切：pdf および word 入稿または郵送にて、4 月 24 日（金）まで（厳守）、学会事務局宛または第

64 回大会発表原稿入稿フォームからご投稿ください。 

参加申込：次号 JAMS NEWS に同封の振込用紙または HP の振込方法を参考に 5 月 15 日（金）までに上

記金額をお振込み下さい。期限後に振込みされた方は、振込控えまたはコピーをお持ち下さい。 

 

■大会会場へのアクセス 

 東京駅から JR 総武快速線「津田沼」駅まで：約 28 分 

 秋葉原駅から JR 総武線「津田沼」駅まで：約 30 分 

 日暮里駅から京成本線「京成大久保」駅まで：約 45 分 

 日暮里駅から京成本線「実籾」駅まで：約 45 分 

最寄駅からキャンパスまでのアクセス 

 京成本線京成大久保駅から徒歩約 10 分 

 JR 津田沼駅北口から京成バス 4 番・5 番のり場・日大生産工学部下車 

タクシー乗り場（北口）約 12 分 
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■会場設備について 

全ての発表会場に PC(Windows, MS-Office)とプロジェクタが設置されていますので、原則として会場

の設備をご利用下さい。データは USB メモリに入れてお持ち下さい。特殊なソフトをご使用の場合は、

ノート PC をお持ち込みも可能ですが、コネクタ接続など準備に時間がかかりますので、ご注意下さい。 

■学生研究発表優秀賞について 

 当学会では、学生セッションの研究発表を審査して優秀な発表には「学生研究発表優秀賞」を授与して

います。学生であれば、正会員・学生会員を問わず、学生セッションの研究発表は審査の対象となります。

ただし、下記の点にご留意下さい。 

・学生セッションの発表は、正会員との連名とし、ファースト・オーサーは学生とします。 

・学生セッションでの単独発表は、正会員の学生に限ります。 

・学生研究発表優秀賞の受賞対象者は、単独発表、連名発表のファースト・オーサーの学生のみとします。 

・学生セッションの発表原稿は、会員の種別を問わず 2 頁とします。 

詳しくは、表彰細則 （http://www.jams-web.jp/download/jams-hyoushousaisoku.pdf）を参照ください。 

■研究発表に関する細則について 

当学会では、研究発表大会をスムーズに運営するために、口頭発表に関して「研究発表細則」（学会ホ

ームページ http://www.jams-web.jp/download/jams-kenkyuuhappyou.pdf）に従って運営しています。口

頭発表を申し込まれる前にご確認ください。なお、この細則は、大会委員会および大会実行委員会により

運用されます。不明な点がございましたら、学会事務局へお問い合わせください。 

 

学生研究発表優秀賞について 

 

表彰委員長 深澤 琢也 

 

第 63 回全国研究発表大会（於：神戸学院大学）終了後、表彰委員会を開催し、慎重に受賞候補者を選

考致しました。理事会の審議を経て下記 8 名が学生研究発表優秀賞に決定しましたので報告致します。 

「潜在構造を考慮したロジットモデルに基づく乳酸菌飲料に対する消費者心理の推移要因分析」 

                                       高屋 真菜（上智大学） 

「プロジェクトの性質とアジャイルソフトウェア開発を通じて重視された価値との関係」 

                                     原田 凌汰（東洋大学） 

「非財務のデータを用いた個人の信用リスク測定に関する研究」          伊尻 萌（東海大学） 

「状態空間モデルによる仕出し弁当の需要予測」                狩野 桜（神奈川大学） 

「20 代若者が住みたい街と賃貸に関する一考察 

─重回帰分析による賃貸の立地と設備からみた賃料要因推定─ 」         林 直弘（日本大学） 

「国内アパレル企業による取引ネットワークが企業パフォーマンスに与える影響」 田岡 駿佑（日本大学） 

「デザイナーと他機能の連携が新製品開発に与える影響」            鈴木 斉（東北大学） 

「消費者のセールスプロモーションに対する志向性研究 

―Buy One Get One Free と 50％OFF の日韓台比較―」         上原 竹渓（釧路公立大学） 

 

2019 年度第 2回理事会のまとめ 

 

Ⅰ．開催日時：2019 年 10 月 5 日（土） 16:30～19:00 

Ⅱ．開催場所：明治大学 駿河台校舎研究棟 4F 第 3 会議室 

Ⅲ．出席者：山下洋史、上原衛、金子勝一、毛利進太郎、近藤高司、東海詩帆、長野寛之、永松陽明、成

川忠之、西口宏美、深澤琢也、村山誠、柳田義継、薮内賢之、石田修一、木全晃、佐々木桐子、林誠、

若尾良男 （事務局）石井幸子 （敬称略） 

Ⅳ．審議事項 

１．2019 年度第 1 回議事録の確認(金子）：説明がなされ、承認された。 

２．各種委員会の確定について(山下）：各種委員会について説明がなされ、承認された。 

３．外部委員の委嘱について（山下）：外部委員委嘱について説明がなされ、承認された。 

４．会員の入退会について(金子）：説明がなされ、承認された。山下会長より、学生会員の退会時の手続
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きについて、推薦者の先生方に卒業後のフォローをしていただくよう依頼がなされた。 

５．第 63 回全国研究発表大会の準備状況について(毛利、山下、深澤）：第 63 回全国研究発表大会（開

催校：神戸学院大学ポートアイランドキャンパス、開催日：2019 年 11 月 9 日（土）・10 日（日）、統

一論題：価値の創造と経営システム）についての準備状況および発表件数（一般発表 55 件・学生発表

58 件 計 113 件）について、実行委員長の毛利先生から報告がなされ、承認された。深澤先生より、

63 回大会の発表件数の増加に伴い、4 名の臨時表彰委員の増強が提案され、承認された。 

６．各種規程と細則の改定について(柳田）：規定委員長より、現在、規定の整理を松岡先生が、ウェブサ

イトのリンクの修正を今井先生にご担当頂いている状況であると報告され、承認された。 

７．創立 40 周年事業について（山下）：会長から、2021 年（秋開催 67 回を想定）40 周年記念学会誌特

別号と特別表彰についてのスタンス（コンパクトかつインパクトのある記念）についての具体的な提案

がなされた。特別号：40 周年記念は、学会誌記念特別号を発行することとする。特別号は、各研究部会

に、論文をそれぞれ依頼する方向で調整したい。国際会議：国際会議を 40 周年と合わせ、国内大会と

同時開催をしたい。国際発表に関しては、審査の負担が大きいため、プロシーディングにより事前審査

をし、当日表彰をする方向で考えている。WG の組織：大会委員会・IJAMS 委員会・表彰委員会・渉

外委員会を母体に「JAMS40 周年記念特別号 WG」を組織し、会員への周知や審査を進めることとする。

WG 特別号に関する座長は金子先生、国際大会に関する WG の座長は毛利先生にご担当頂く。上記の案

について承認がなされた。今後については、WG の座長に一任をすることで決定した。 

８．第 64 回と第 65 回の全国研究発表大会の準備状況について（長松）：第 64 回（実行委員長：水上先

生 開催校：日本大学生産工学部：5 月 23 日・24 日の予定）。第 65 回（実行委員長：長平先生 開催

校：立命館大学。基調講演はオムロンの会長に依頼し、内諾を得ている状態）。第 66 回予定主催校（麗

澤大学）は、諸事情により大会開催が難しい状態になり、今後新しい主催校に代える方針が承認された。 

Ⅴ．報告事項 

１．総会の議事録について（山下）：原案通り、報告された。 

２．第 62 回全国研究発表大会の報告（佐々木）：第 62 回全国研究発表大会（開催校：新潟国際情報大学、

開催日：2019 年 5 月 25 日（土）、26 日（日）、統一論題：食文化と経営システム）の報告がなされた。 

３．第 62 回全国研究発表大会の学生発表優秀賞について（深澤）：第 62 回全国研究発表大会の学生発表

優秀賞について、事前のメール審議により、3 名の学生発表優秀賞が決定したことが報告された。 

４．HP における会員種別の変更、刊行物に関する取扱いについて（成川）：HP における会員種別の変更、

刊行物に関する取扱いについて、修正されたことが報告された。 

５．他団体への協賛について（村山誠）：3 件の協賛について報告がなされた。 

６．その他（毛利）：第 63 回全国研究発表大会の委員会について各委員長への確認する旨報告がなされた。 

 

ヒューマン・リソース研究部会のお知らせ 

 

開 催 日 時：2020 年 3 月 21 日（土） 15：00-17：00 

発表予定者：(1)「情報引力の社会的な強化と抑制に関する研究」     山下 洋史 氏（明治大学） 

 (2)「説明変数と被説明変数に複数年度のタイム・ラグを考慮したファインケミカル企業の 

研究開発成果の分析」        野尻 泰民 氏（明治大学）・山下 洋史 氏（明治大学） 

 (3)「クラスタリング分析によるインダストリー4.0 に関する研究傾向の国際比較」 

水上 祐治 氏（日本大学）・中野 純司 氏（中央大学） 

開 催 場 所：日本大学 生産工学部 30 号館 5F 水上研究室 

連絡先（幹事）：金子勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:shoichi@ygu.ac.jp 

 

経営モデル研究部会のお知らせ 

 

開 催 日 時：2020 年 4 月 25 日（土） 15：00-17：00 

発表予定者：調整中です。 

開 催 場 所：東海大学 高輪キャンパス 1 号館 3F 1308 教室 

連絡先（幹事）：田畑智章（東海大学）    Tel.03-3441-1171  E-Mail:tabata@tokai-u.jp 

金子勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:shoichi@ygu.ac.jp 
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受付番号            

 

日本経営システム学会 研究発表申込書 

2020 年度 第 64 回全国研究発表大会 
発表種類（研究、部会）（発表種類のいずれかを○でお囲み下さい） 

発表セッション区分（一般セッション、学生セッション）（区分のいずれかを○でお囲み下さい） 

口頭発表者会員種別（正会員、学生会員）（会員種別のいずれかを○でお囲み下さい） 

 

□ 会員連絡先 

会    員    名 
 

所        属 
 

住所（勤務先・自宅） 〒 

連    絡    先 
TEL FAX E-mail 

 

□ 論題および発表者 

論        題 
 

 

ふりがな 
1. 2. 

発表者氏名（所属） （            ） （            ） 

 3. 4. 

当日の口頭発表者には＊を付す （            ） （            ） 

研 究 部 会 名  代表者名： 

（研究部会発表の場合）  （            ） 

 

□ 発表要旨（200 字以内・ワープロプリント貼付可） 

 

 

 

 

 

 

 

 
キーワード 

（必ず記入） 

     

注：1) 大会プログラムは、この申込書のキーワードおよび発表要旨により編成いたします。 

  2) プログラム、論文集目次の論題および口頭発表者・連絡者は申込書の記載どおりに掲載いたしますので、明確に楷書にて 

       ご記入下さい。（ワープロプリント貼付可） 

  3) 論文集原稿締切日までに間に合わない場合は、プログラムに掲載され、発表時間も確保されておりますが発表取り消しとし 

       ますので、ご了承ください 

 

 

 

 日本経営システム学会 

住所 〒169-0073 東京都新宿区百人町 1-20-3 バラードハイム 703 

TEL03-3371-5324・FAX03-3371-5185 

E-Mail: keieisys@jams-web.jp 


